
 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域の皆様、こんにちは。日頃より保育園の子どもたちを温かく見守っていただきありが

とうございます。今年は新型コロナウィルスの感染拡大防止のため、５月末まで登園自粛と

なりましたが、６月、ようやく自粛が解除となり、保育園に元気な子どもたちの声が戻って

きました。まだまだ油断ができない状況ですが、新しい生活様式も意識しながら、安心安全

を第一に子どもたちと楽しく過ごしていきたいと思っています。 

今年、保育園にツバメが巣をかけ、３羽の雛が産まれました。無事に飛行訓練も終わった様

子で雛が巣立つ日も近いようです。シンボルツリーの「桜」の木の枝には鳩が巣をかけ、毎

日桜の木の上から子どもたちが遊ぶ姿を見守ってくれています。勇気づけられる事象も多く、

身近な自然、身近な命を感じながら生活できる園庭は、異年齢が群れて遊び「あそびの伝承」

が繰り広げられる最高の遊び場になっています。 

 

＊＊＊  東春近保育園目標  ＊＊＊ 

豊かな心をもち 元気にあそべる子ども 

＊健康で意欲的に取り組み行動できる子ども  ＊感動や思いやりの心がもてる子ども 

＊友だちと一緒に元気に遊べる子ども     ＊人の話を聞くことができる子ども 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和２年７月号 

～保育園からこんにちは～ 

回 覧 

        令和２年度 園児数   （７月１現在 158 名） 

       ＜ 地域別人数 ＞ 

車屋・・・ １５名   中殿島・・・ ２３名 

渡場・・・ ２０名   下殿島・・・ ２２名 

中組・・・ ２２名   原新田・・・ ２１名 

暁野・・・ １６名   榛原・・・・・  ２名 

田原・・・ １６名   地区外・・・  １名 

 

           

    ＜ 年齢別人数 ＞ 

５歳児 （２クラス）・・・  ５０名   

４歳児 （２クラス）・・・  ４０名 

３歳児 （３クラス）・・・  ４２名 

２歳児 （１クラス）・・・  １５名 

０、１歳児（１クラス）・・  １１名 

        



シンボルツリーに見守られ、毎日楽しく遊んでいる子どもたち。 

桜の下でおままごと。ターザンロープ。シャボン玉、砂遊び。 

お友だちの遊びに興味や関心を膨らませ、楽しさを感じながら遊び

を覚え、園庭いっぱいに様々な遊びが広がっていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

園庭にある「せせらぎ」 

「赤土山」も子どもたちの 

大好きな場所。季節によって遊びの

場所も変わります。 

 

東春近保育園を愛する会（地域運営委員会） 

 “保育園運営にご助言いただく機関”として、委員の皆さんと６月に「第一回東春近保育園を愛する会」を

開催する予定でしたが、新型コロナウィルス感染防止のため、書面での連絡をさせていただきました。地域に開

かれた保育園を目標に、保育園の活動内容や子供たちの様子を知っていただきながら、地域の皆様との協働につ

いても考えていただいたりしていきたいと思います。まだまだ先行きが不透明な状況ではありますが、委員の皆

様はじめ、地域の皆様、今年度もどうぞよろしくお願い致します。 

 

シンボルツリー（桜） 

 

地域の皆様には、日頃より様々な行事、活動を通

してお世話になっております。今年は新型コロナウ

ィルス拡大防止のため、お気軽に保育園に来ていた

だくことができない状況となっておりますが、地域

の皆様にとって身近な保育園となるよう保育園で

の活動など発信していきたいと思っております。 
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